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RI会長 12月メッセージ 



ガバナー 12月メッセージ       

 疾病予防と治療月間によせて  

  

 

 

 

 

 

 

 

          国際ロータリー 第2640地区 

             ガバナー 樫畑 直尚 

国際ロータリーとロータリー財団の関係は、両輪
というより、もはやコインの裏表のような一体化し
た運営が図られるようになっています。特に、昨年
度のアトランタ国際大会でお祝いをした財団１００年
からは、クラブと財団とのより強い関連性が求めら
れるようになり、今年度からは、公共イメージとして
の新しいロータリー像である「世界を変える行動
人」のグローバルキャンペーンが開始されました。
ポリオ撲滅運動を筆頭に、ロータリアンは世界を変
える行動人である、世界で良い事をするひとの集
まりであり、そして、その行動の方向性や原資は、多
様性は担保しつつも、財団が担うという図式です。 

ロータリーの月間テーマには、ロータリー財団の
定める６重点分野が入っています。これは「世界を
変える行動人」として、より深い理解と行動を促す
効果を持たせているからです。 

〇 ９月 基本的教育と識字率向上 

〇 10月 経済と地域社会の発展 

〇 12月 疾病予防と治療 

〇 ２月 平和と紛争予防・紛争解決 

〇 ３月 水と衛生 

〇 ４月 母子の健康 

さて、１２月のテーマは「疾病予防と治療」。もう
一度、世界の状況をおさらいしてみましょう。 

〇毎年世界で10億人がデング熱やハンセン病に苦 
しみ、先進国での症例が少ないため製薬会社の
開発が遅れている。 

〇世界には保健従事者の数が人口１万人あたり23
人に満たない国が57ある。 

〇世界で240万人の医師、看護師、助産師、熟練介
護者が不足している。 

〇世界人口の６人に１人が医療費を払うことができ 
ない。 

〇医療費の負担によって、毎年１億人が貧困生活に
追い込まれている。 

 我が国の状況から見れば、とても信じられない
ことですが、世界では人口爆発が大きなテーマと
して捉えられています。ニューズウィーク誌の７月
号では、以下のように警鐘を鳴らしています。 

＜人口増加は止まらず、2055年には100億人を
突破。温暖化と資源枯渇で地球が悲鳴を上げてい
る。先進国の少子化どころじゃない。問題は人口減
少よりむしろ人口爆発だ＞ 

＜全ての人類がアメリカ人並みの生活を送ると
したら、地球5個分の資源が必要になる。このまま
ではエネルギーの枯渇は必至で、世界的な資源不
足で緊張・対立が深まり、資源の争奪戦が勃発する
だろう＞ 

ただ、このようにも述べています。 

＜教育レベル(とりわけ女子への教育)が上がっ
たおかげで、出生率は先進国を中心に低下してき
た。エネルギーの消費効率も向上しているため、同
量の製品を生み出すのに使うエネルギーは50年前
の40％で済むようになった。農業生産量も60年代
以降は毎年2.3％の伸びを見せ、人口増加率の
1.7％を優に超えてきた＞ 

今年の地区大会で講師を務めて頂いた、UNHCR
協会の中村恵さん（財団学友）が、こう述べていま
した。貧困から逃れるために子どもを産む、病気で
子どもが死ぬからまた子どもを産む、教育がない
から生産性のある仕事に就けない、疾病、衛生対策
が出来ていない、戦争で死んでいく、だから子ども
を産む。このような世界の負のサイクルにストップ
を掛けなければならない。 

その原因はほぼ分かっていることばかりなのに、
私たちが十分にできていないことが問題なので
す。でも、ロータリーは、ロータリアンにできる、小さ
いけれど皆が集まればできる道筋を示してくれて
います。皆さんはもうお気づきでしょう。ロータリー
の月間テーマに掲げられている、識字率向上、地域
社会の向上、疾病対策、平和、水と衛生、母子の健
康等に取り組むことによって、この人口爆発に抑制
が掛かるのです。多くの権威者や活動団体との連
携を強化して定めたこれらのテーマに、クラブや
ロータリアンが理解を深め、活動に繋がれば、それ
は大きな前進力になります。ロータリー財団は、そ
のお手伝いができます。是非、善意の輪を広げて行
きましょう。 

今年も残すところ後少し。どうぞ良いお年をお迎
えください。 



ガバナー レポート Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

11月9日(金) 

ＲＩ第2590地区(金子大ガバナー)の地区大

会。パシフィコ横浜にて、李東建会長代理を

お迎えして、いよいよ開会です。  

11月10日(土) 

ＲＩ第2640地区「河内長野高野街道ＲＣ 創立

5周年式典・感謝の集い」。石窯ピザやおでん

にたこ焼き、タイ料理、仏画披露や太鼓演奏

にクラシックコンサート。地域の方々も入って

楽しい集い。ロータリーの新しい可能性発見。  

「河内長野高野街道RC 創立5周年」記念植

樹。この木は、ロータリーの創設者ポール・ハ

リス氏が、1934年に来日した際に、旧帝国ホ

テルで記念植樹した月桂樹の株分け。ロー

タリーよ永遠であれ！ 

11月10日(土) 

ＲＩ第2760地区(村井総一郎ガバナー) 地区

大会。蒲郡クラシックホテルにて、田中俊實

会長代理ご夫妻をお迎えしての歓迎晩餐会

が始まりました。規模も内容も素晴らしい！  



ガバナー レポート Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

11月11日(日) 

Ｒ Ｉ第2760地区地区大会。愛知県全域約

5000人を擁する大地区。豊橋RC所属の村井

ガバナーは、あえてこの蒲郡での開催を望

み、蒲郡RC一丸となってこの思いを実現さ

せました！  

11月15日(木) 

今夜は和歌山城南ロータリークラブの例会。

山本進三代表幹事と、公式訪問と地区大会

の終了報告でメイキャップ。色々とお世話に

なりました。  

11月17日(土) 

Ｒ Ｉ第 2640地区第2分区 ＩＭ。基調講演は

RID2500の足立功一PDG。一般会員にはマニ

アックに映るかも知れませんが、RIについて

非常に重要なポイントを解説頂きました。谷

脇ガバナー補佐、主管の上野山会長、脇村

委員長、PDG成川アドバイザーお疲れ様でし

た！  



ガバナー レポート Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

  

11月19日(月) 

神戸ポートピアホテルにて、RI Zone 1.2 & 

3 メジャードナー顕彰午餐会。  

11月19日(月) 

ＲＩ会長バリー・ラシンご夫妻歓迎晩餐会！  

11月20日(火) 

第47回ロータリー研究会。RI会長バリー・ラ

シン氏による基調講演「Be The Inspira-

tion」。素晴らしいスピーチ！ 

11月18日(日) 

神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル に て、2018-19 

RI,Z1.Z2&Z3 ロータリー財団地域セミナー

が始まりました。  



ガバナー 公式訪問レポート 

11月21日(水) 

RI Zone 1,2&3 第47回ロータリー研究会 第

２日目。いよいよ最後のセッション「オープン・

フォーラム」。前日までに回収された質問に､

石黒理事､三木理事､ダ･カマルゴ管理委員

とバリー･ラシン会長が答え、ロータリーを語

ります。 

Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) ガバナー レポート 

11月23日(金) 

今日はＲＩ第2530地区(福島県)の地区大会。

石黒ＲＩ理事と記念写真です❗ 

11月6日(火) 

公式訪問その69。「和歌山ロータリークラ

ブ」。木綿会長、中谷幹事始め、重厚なメン

バーが集う。歴史と伝統に富み、かつ年齢

層バランスが良い。最終の公式訪問はホー

ムクラブ。  

各クラブの皆さん！ 

「ガバナー公式訪問」 有難うございました。  



地区大会（１０月２７日）における 選挙人会議の決議事項 

 

1、2017-2018年度(前年度)の地区財務報告を採択。 

2、2021-2022年度 選出方法選択の件 

国際ロータリー細則14．020に定める指名委員会の手続きによって選出するもの

とする。 

3、指名委員会の職務権限並びに選出方法の件 

（1）指名委員の選出方法等 

指名委員は、地区大会の選挙人会議において出席選挙人の過半数によって

選出、３名の指名委員で構成し、委員の互選によって委員長を選出する。指名

委員は連続３期を超えないものとする。 

（2）指名委員会の職務権限 

指名委員会は、ガバナーノミニーとして求めうる最上の候補者を探し出し、

推薦する任務を負う。 

4、2021～2022年度 指名委員選出の件 

辻 秀和PG  福井 隆一PG  岡本 浩 直前ガバナー の３名を選出。 

5、規定審議会補欠議員の辞任に伴う の件 

議員には 成川 守彦PGが就任していますが、補欠議員に就任していた 前窪 

貫志PGは、体調不良のため辞任。代わって補欠議員に 福井 隆一PGを選出。 

6、2019～2020年度 地区大会開催地、開催日の件 

ホテルアゴーラリージェンシー堺に於いて、2019年10月26日(土）～27日（日）

開催。 

7、今次地区大会上程決議案の件 

  別紙、大会決議（案）の通り可決承認。  

 

※審議事項上記1～7は、77名賛成、反対0で全て可決（選挙人78名 内議長1名） 



       

  

 

    

 誰にとっても「健康であること」は何より大切。でも、基本医療を受けられない人

は世界で4億人と言われています。質の高い医療を受ける権利はすべての人にある

と、私たちは信じています。 

 世界で数百万人が病気によって苦しみ、貧困を強いられています。私たちが疾病

の予防と治療に力を注ぐのは、このためです。病気の蔓延や医療不足に悩む地域社

会に、仮設クリニックや献血センター、研修施設をつくったり、医師と患者と政府が協

力できるインフラを設計するなど、世界中のロータリー会員は、人びとがより良い医

療を利用できるよう支援しています。 

 マラリア、HIV／エイズ、アルツハイマー、多発性硬化症、糖尿病、ポリオなど、人び

とを苦しめる病気の予防・治療や患者の支援に当たっている会員も大勢います。衛

生教育のほか、無料の定期健康診断や眼科・歯科検診も行っています。 

ロータリーはこんな活動をしています 

 病気は何もせずに予防できるものではありません。命にかかわる病気の蔓延を
⾷いとめ、予防を徹底させるために、私たちロータリー会員は、医療従事者への
研修、病気や衛⽣習慣に関する市⺠への指導など、世界で毎⽇、数百ものプロ
ジェクトを実施しています。 



RIニュース 

J. ニクラウス氏とのゴルフプレーのチャンス 

 

 ロータリー財団は、ポリオ撲滅活動に寛大な寄付をお寄せ

くださる12名の方に、ポリオ撲滅大使であるジャック・ニクラ

ウス氏とゴルフプレーをするチャンスを提供することとなり

ました。 

  ニクラウス氏とのゴルフプレー権は、250,000ドル以上をポ

リオプラス基金に寄付した先着12名に贈られます。プレーの

日付と場所は次の通りです。 

 

日付：２０１９年３月１２日 

場所：Ｂｅａｒ'ｓ Ｃｌｕｂ（米国フロリダ州 ジュピター） 

 

 プレー権を得た12名の方は、4名ずつ3つのグループに分かれて全18ホールを回

り、そのうちの6ホールを二クラウス氏とプレーします。ご自身でプレーすることを

望まない方は、代わりの方1名（友人、ご家族など）にプレー権を与えることができま

す。 

 このプレー権は先着順に授与されることにご注意ください。ご希望の方は、寄付

意向書式をご提出いただき、2019年1月22日までに全額を寄付していただく必要が

あります。ご質問は、ロータリー財団寄付担当ディレクターのハービー・ニューカムま

でEメール（harvey.newcomb@rotary.org）でご連絡ください。 

 詳細は寄付意向書式をご覧ください。  

 寄付者が希望する場合は、この寄付の認証としてアーチ・クランフ・ソサエティに

入会することもできます。 

 

https://www.rotary.org/ja/jack-nicklaus-play-golf-rotary-donors 



地区活動報告 

インターアクト リーダーシップフォーラム             インターアクト委員会 

 2018年10月21日（日）に大阪府河内長野市にある清教学園において、IAC リーダーシップ

フォーラムを開催しました。 

目的 各インターアクトクラブのリーダー・次期リーダーが集まり、今後のクラブを担うにあたっ

ての有益な学びを得ることが、リーダーシップフォーラムの目的である。 

手法 世界の貧困の問題をテーマにして、問いをたてる方法を学ぶ。この手法は『たった一つを

変えるだけ：クラスも教師も自立する「質問づくり」』Dan Rothstein  Lus Santana著（2011年・新

評論）をベースにしている。 

活動内容 冒頭に「質問を考えながら報告を聞く」ことを伝え、清教生によるセブ島でのボラン

ティアツアーの報告を聞く。聞きながらメモを取っているアクターが多く見られた。その後、4人

～5人の班にわかれる。班で１枚のワークシートを回し、出来るだけ沢山の質問を書き出していく

（最大２６項目）。他者の評価を気にして質問を躊躇したり、変更したりさせないために、この時は

質問についての相互評価を一切してはならない。一定の時間のあと、出された質問を全員で吟

味する。「自分で調べればわかる」質問、「既に答えが語られていた」質問などをチェックしてい

き、最終的に「発話者の体験を共有するために最適な」質問を３項目選び、優先順位をつける。こ

こまでが午前中の活動である。 

 昼食時に発話者がワークシートに目を通し、午後に各班に発話者１人が合流して、優先順位の

高い質問から順番に答えていく。ここでの目的は「体験の共有」にあるので、話題が質問内容か

ら徐々に展開していっても、これを妨げない。途中で「質問リバース」の時間を設け、発話者が逆

に「何故この質問をしたのか」を質問する。これは「質問する側にも、その質問をするに至る背景

が存在する」ことを理解するためである。 

 最後に「すぐには答えが出ないが、今後考え続ける意義がある『問題意識としての問い』」を

班で話し合い、これを代表者が発表して共有した。 

結果 リーダーの意識が高い生徒が参加していることもあり、活発な対話の場となった。講演

などで他者の話を聞く機会の多いインターアクターにとっては、受身にならず、主体的に人の話

を聞く姿勢は必須である。「聞かなければならない」という気持ちの問題だけではなく、今回の

ように一つの手法によって、より活発な対話の場が共有できるという体験は、有意義なもので

あったのではないだろうか。 

                （文責 ： 清教学園インターアクトクラブ顧問 山本 志保） 





クラブ活動報告 

ロータリーデー 「ＪＲ和歌山駅前花壇植替え奉仕事業」  

和歌山市内９ロータリークラブ  

  和歌山市内９ロータリークラブ（幹事クラブ：和歌山南ＲＣ 会長 三木 菊夫) は、2018年11月

11日（日)10：00～11：00に ＮＰＯ法人花いっぱい推進協議会との合同事業「ＪＲ和歌山駅前花壇植替

え奉仕事業」 を実施しました。 

 この事業は、毎年実施しており、今年で16年目。今年は特に 「ロータリーデー」イベントとし

て 、和歌山市内９ロータリークラブから、約40名が参加しました。 

 当日は、すがすがしい秋晴れ晴天のもと、尾花 和歌山市長も参加され、花いっぱい推進協議会

の皆様のご指導のもと、パンジーやビオラ、サクラソウなど用意された苗 １３００株を輪になるよ

うなデザインに合わせて植替えを行いました。参加者は少し痛む腰をさすりながらも、スコップ片

手ににこやかに作業を楽しみました。  



クラブ活動報告 

第２分区 ＩＭを開催 各クラブに活力と友好が！ 

11月17日（土）、有田市文化福祉センターと紀州有田商工会議所 を会場に｢地域社会に根ざし､世

界に羽ばたくクラブを目指 して」 を ＩＭテーマに 第2分区 ＩＭ （ホスト：有田ロータリークラブ、実行

委員長 脇村 重徳）を 開催しました。 

まず、第1部として、13：00から始まった「ロータリー財団委員長会議」、「米山奨学委員長会議」、及

び「各クラブにおける地域活性化事業」の3分科会は、それぞれ樫畑ガバナーをはじめ、9名の地区

役員のご指導の下、活発な議論や情報交換の声に包まれました。 

引き続いて、14：10より第2部の本会議に移り、北海道第2500地区から足立功一パストガバナーを

お迎えし、「ロータリーの変革」と題する基調講演にてご高説を拝聴しました。講演後はさらに踏み込

んで、「クラブ会員の減少」や「基本的理念の変更」など、今、大きく変貌しようとしているロータリー

の根幹について、9クラブの代表者による講師先生との意見交換が熱心に行われました。 

 100名を超える会員が、“地域社会に根ざし、世界に羽ばたくクラブを目指して” とのテーマの下

で一同に会し、様々な奉仕活動を進める上での誇りと自信を深めるとともに、地域の会員相互の友

好が図られるなど、まさに有意義なインターシティー・ミーティングとなりました。  

（第２分区：海南RC、海南東RC、海南西RC、有田RC、有田南RC、有田2000RC、御坊RC、御坊南RC、御坊



クラブ活動報告 

河内長野高野街道ロータリークラブ創立五周年記念式典・感謝の集い  

 河内長野高野街道ロータリークラブ（会長 飯阪 保） は、11月10日、「いずみふれあい農の里」

にて、 創立五周年記念式典・感謝の集い を開催しました。 

 当日は、快晴の下、小高い山の上の会場からは、北にアベノハルカスを西には大阪湾の向こうに

明石大橋を望む事が出来ました。異例の会場での記念式典だと思いますが、天候と自然と手作り

感とで補って頂けたのかも知れません。 

 一部では、はるばるお越し頂いた2640地区のロータリアンの皆様と共に五周年記念式典を祝っ

ていただきました。また、二部は日頃我がクラブが協力頂いている百数十名の皆様と共に、手作り

の感謝の集いを開きました。野外例会場の“The Smile Farm”で収穫したサツマイモで作った

ケーキ、米山記念奨学生らが作ったタイ風焼きそば、石窯ピッツァ、おもち、おでん、たこ焼きなどの

模擬店などが立ち並び、後半では絵写経、ヴァイオリンと和太鼓の演奏と続き、さながら学園祭の

雰囲気でした。 応援、参加いただいた皆様に、感謝申し上げます。 
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クラブ活動報告 
 

奉仕プロジェクト 「きずな訪問コンサート」   

岩出ロータリークラブ 

 岩出ロータリークラブ（会長 中村 寛）は、2018年11月11日に和歌山県立那賀高校吹奏楽部の生

徒31名による 奉仕プロジェクト 「きずな訪問コンサート」 を開催しました。 

 場所は、心身に重度の障害を持つ方々が入院している福祉施設 「和歌山つくし医療・福祉セン

ター」で、クラブでは「訪問コンサート」と命名して、昨年度より発足しております。 

 この音楽コンサートの企画は15年前から、毎年続けているもので、青少年健全育成事業の一つと

して、那賀高校の体育館や公営の音楽ホールを用いて那賀高校の吹奏楽部とボランティアクラブと

岩出ロータリークラブの共同事業として、一般人の聴衆に加えて障害者施設の方々を招待して行っ

てきました。 

 昨年度からは、企画を変更して「訪問コンサート」としました。音楽を提供する高校生にとって、演

奏の腕を磨く良い機会になるのと同時にボランティア精神を養う良い機会になるものと期待されて

います。また、音楽を高校生から提供される障害者の方々の喜びの笑顔と不自由な体をいっぱいに

動かして喜びを表現してくれたのが印象的でした。 

(文・クラブ広報委員長 久保 光伸) 



クラブ活動報告 

社会奉仕活動報告  

太子町山の日 二上山清掃と雌岳山頂日時計への砕石補充作業 

太子ロータリークラブ 

 

  太子ロータリークラブ（会長 辻元 潤）では、1年に2回、地域の登山者と共に二上山の清掃を実

施しております。近年山頂にある日時計の中に敷き詰められていた砕石が飛び散り、踏みつけられ

ることにより、ほぼ砕石が無い状態が続いており、砕石が少ないことから雑草が伸び放題となり、

草を引いても一時のもので、引いては生えるのいたちごっこが続き、折角の山頂の景観を損なう

こととなっていました。 

  何度か砕石補充を試みようとしておりましたが、日時計の所有、管理されている作業許可を頂く

機関になかなか辿り着くことが出来ず、活動計画は頓挫しておりました。 

 今回は恐らく所有者であろうという大阪府環境課に連絡を取ることからはじまり、富田林緑の環

境事務所、二上山の管理者、太子町役場へと順に連携を取って頂くことにより、長年クラブが達成

したかった活動企画に許可を頂けることとなり、太子町との共同企画作業を実現することが出来ま

した。 

 いよいよ作業の実行（平成30年11月10日の8時30分～）となりました。先ず何キロの砕石が必要

なのか見当も付かったのですが、最近当クラブに入った新入会員さんが造園業ということで実測

してもらうと必要な砕石量は1トンを超えるという事が解かりました。問題は二上山中腹までは何と

か車で運搬することが出来るのですが、そこから山頂までは手作業で運ばなければならず、現在

会員総数15名の当クラブのみで実行するには到底活動の達成は難しいですし、そもそも太子町役

場の皆さんや一般登山者さんとの共同作業でぜひ実現達成させたい活動でしたので、当日太子町

長さんと当クラブ会長に一般登山者の方々に呼びかけと説明を

して頂き、一般登山者の皆さんに快く協力して頂き達成すること

が出来ました。 

 なかには何往復もして下さる方々や、ご高齢でいらっしゃるの

で協力を躊躇していると逆に運ばせてくれと頼まれることもあ

りました。そして山頂では “これ太子ロータリーがやってくれて

んねて～” という一般登山者さんの喜びの声やねぎらいのお

言葉をたくさん頂き、メンバー一同この上ない達成感を味わう

ことが出でき、かけがえのない財産となる活動でした。 

 太子ロータリークラブでは、今後も地域の皆様と共に汗し成し

遂げる事業を積極的に企画実行していけたらと思っております。 



クラブ活動報告 

「児童養護施設 こばと学園の子供たちとの みかん狩りとバーベキュー」 

 

和歌山東ロータリクラブ 
 

 和歌山東ロータリークラブ（会長 吉田 篤生）の青少年奉仕委員会では、「児童養護施設

こばと学園の子供たちとのみかん狩りとバーベキュー」の催しを矢田みかん狩り園さんで

行いました。和歌山東ロータリー メンバーと家族や知人も含め、総勢53名が参加しました。 

 当日は、陽光が差し込む小春日和となりましたが、残念ながら、今年は、みかんの出来が

良くなく、農園にある石垣積みの段々畑には、みかんがなく、殆ど皆無の状態でした。止む

を得ず農園の少し離れた一角でみかんを刈っては、その場で食べるということに。 

 「甘いなあ」「うわっ！たねあるわ」などと言いながら、子どもた

ちは、いくつもみかんを美味しそうにほお張っていました。しかし、

当然、時間を持て余すこととなり、どうしようかと思案していると、

子どもたちは農園のみかんのない石垣積みの45段はある段々畑

を上下左右に駆け回ってるではないすか。秘密基地を作ったり、追

いかけっこをしたりして遊び尽くしていました。 

 また、今回のみかん刈りには、メンバーの経営する会

社にインドネシアからの職業訓練生 6人が参加してく

れていました。子供ちとバーベキューをしたり、ゲーム

を楽しんだりて、束の間の異国間交流でした。 



地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 







ロータリーへようこそ！ 

 より良い世界をめざして活動する120万人の会員から成るロータリーへようこそ。ロータリーの

強さは、会員にあります。会員一人ひとりがクラブにもたらすスキル、経験、熱意が、それぞれの地

域に、そして世界に変化をもたらします。会員が一体となれば、子どもたちを苦しめるポリオを世界

からなくし、平和の担い手を育て、疾病、飢餓、識字、貧困といった問題も少しずつ解決できると私

たちは信じています。交流を通じてアイデアを広げ、関心や社会奉仕への熱意を同じくする人たち

と生涯にわたる友情を築く。それが、ロータリーのコミュニティです。クラブ、地区、国際ロータリー

のリソースを最大限に活用し、積極的に参加してください。        【My ROTARY から、抜粋】 





2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 オフィシャルホームページ 

http://rid2640g.com/kashihata/ 
2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 facebookページ 

https://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ 

ガバナー月信は、地区と地区内クラブの

情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に

活かせてもらうため、情報収集に努めてい

ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ

ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、

同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演

会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、

福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ

ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少

年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー

ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー

財団、米山記念奨学会等の活動などの案

内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、

資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ

バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地

区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の

収集等、紙面の充実に努めてまいります。ご

協力をお願いします。 

12月の行事予定表 

※ロータリー文庫通信は、２ヶ月に１回の発行と

なりました。次回掲載は、1月号になります。 


